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大阪大学では情報推進を強力に進めるため、2006

年 2 月に情報基盤デザイン機構を設置すると共に、

教育・情報担当理事を CIO と定め、情報基盤委員会

委員長、サイバーメディアセンター長及び情報基盤

デザイン機構を担うテクニカルスタッフの 3 名を

CIO 補佐官と定めました。この情報基盤デザイン機

構を担う事務部門として財務部情報推進課、学生部

学務課学務企画室、サイバーメディアセンター事務

部を統合し、事務局の新たな部として情報推進部を

2006 年 4 月に設置し、サイバーメディアセンターの

事務も情報推進部が行うこととなり、この体制に対

して、サイバーメディアセンターは全面的に支援す

ることとなりました。テクニカルスタッフは外部か

らの専門家が必要であるとの判断から、企業からの

在籍出向という形で 2006 年 10 月に情報基盤デザイ

ン機構に迎えました。 

サイバーメディアセンターの事務を事務局情報推

進部が行うことになり、サイバーメディアセンター

の役割である SINET3 やスーパーコンピュータ、汎

用コンピュータの全国共同利用基盤、情報教育シス

テムや CALL などの情報教育基盤に加え、全学 IT

認証基盤サービス、学務情報システム（KOAN）、財

務会計システムなどの学内情報基盤にも関係が深く

なってきました。 

このように、情報基盤に関する大きな改革に伴い、

サイバーメディアセンターの果たす役割が極めて重

要になってきたことと共に、国立大学法人化以後サ

イバーメディアセンターのミッションとは何かとい

う問題も浮上してきているとも言えます。事務局情

報推進部がサイバーメディアセンターの事務を行う

ことにより、全国共同利用機関としてのサービスと

学内情報基盤としてのサービスの両立を実現して行

かなければならないのです。 

学内の情報サービスを発展させながら、同時に全

国共同利用機関としてのサービスを担い、地域ある

いは全国に貢献していくという難しいかつ当たり前

の挑戦なのだと思います。 

例えば、学内での電子証明書に基づく統一した認

証基盤である全学 IT認証基盤サービスはUPKIとい

う他大学の情報基盤センターの認証機能と連動する

ことが可能であり、このことは無線 LAN などの情

報サービスを相互に安全に利用しあうことができま

す。また、全国共同利用機関としてのサービスであ

るスーパーコンピューティングサービスに適用する

ことにより、全国のグリッドサービスへと展開する

こともできます。 

 学内の情報基盤サービスを拡充していき、それを

Good Practice として全国に展開していく、そのた

めの支援を行っていく、またそれによって産官学の

連携を深めていくことが、新しい段階にきたサイバ

ーメディアセンターの役割であろうと思っています。 
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